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淡路信用金庫 

2020年度_金融仲介機能のベンチマーク（地域密着型金融の推進結果）に関する開示 

地域金融機関である当金庫は、地元企業の繁栄なくしては成り立ちません。これまでも

「地域密着型金融」や「金融円滑化」等の形で地元企業への支援実績を公表してまいりま

したが、より具体的な取組み状況をご理解いただくため以下の指標を公表いたします。 

今後も継続して公表していくことで、当金庫の取組みとその効果を検証してまいりま

す。 

 

１．当金庫がメインバンク（融資残高１位）として取引を行っている企業のうち、経営指標

（売上・営業利益率・労働生産性等）の改善や就業者数の増加が見られた先数（先数は

グループベース。以下断りがなければ同じ。）及び、同先に対する融資額の推移 

 当金庫をメインバンクとして頂いているお客様の経営状態を継続して公表すること

で、地域の経済状態の推移を知ることができます。また、融資額は地域に対する当金庫

の貢献度合いを示す指標の一つであると言えます。 
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・全取引先数と地域の取引先数の推移及び、地域の企業数との比較（先数単体ベース） 

淡路地域 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

当金庫取引先数 1,104先 1,130先 1,142先 1,403先 

地域の企業数 7,341先 7,340先 7,340先 7,340先 

 

神明地域 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

当金庫取引先数  1,208先 1,230先 1,244先 1,431先 

地域の企業数 127,574先 126,832先 126,832先 126,832先 

 

・メイン取引(融資残高１位)先数の推移及び、全取引先数に占める割合（先数単体ベース） 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

メイン取引先数の推移 1,641先 1,689先 1,707先 2,094先 

全取引先数に占める割合  71.0％ 71.6％ 71.5％ 73.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

２．当金庫が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況 

 企業数は地域の経済規模と密接に関連しています。経営改善を支援することは企業数

の減少を防ぐこと及び雇用の維持に繋がります。 

また、経営改善計画の進捗状況を時系列で捉えることにより、当金庫の経営改善への

取組みとその効果を客観的に把握できます。 
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総数 119 
総数 102 

※当金庫取引先数とは法人および個人事業主の与信先（融資残高がある先、および融資残高はないが融資枠や保証

がある先）としています。 

※経営指標が改善した先（＝経営改善が見られた先）とは「売上高と経常利益の両方が前期より増加した先」また

は「就業者数が前期より増加した先」としています。 

※当金庫の特性より、取引先の住所（所在地）が淡路島内であれば淡路地域、それ以外であれば神明地域としてい

ます。地域別の企業数については「平成 28 年経済センサス活動調査」（2018.3 は速報集計、2019.3 及び 2020.3

及び 2021.3は確報集計）を引用しています。 
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・本業支援先のうち、経営改善が見られた先数 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

本業支援先数 41先 61先 61先 73先 

うち経営改善が見られた先  14先 18先 26先 27先 

 

 ・事業再生支援先における実抜計画策定先数及び、同計画策定先のうち未達成先の割合 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

実抜計画策定先数① 9先 9先 6先 4先 

未達成先数②  7先 4先 4先 4先 

未達成先の割合②／① 77.8％ 44.4％ 66.7％ 100.0％ 

 

 ・REVIC、中小企業再生支援協議会の利用先数 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

REVIC 0先 0先 0先 0先 

中小企業再生支援協議会 0先 3先 0先 0先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．金融機関が関与した創業、第二創業の件数 

 創業や第二創業は地域の活性化度合いを示す一つの指標であり、企業数の増加にも繋

がります。加えて、新たな価値を生むという点においても重要な要素です。 

 

 

創業件数 22

創業件数 34
創業件数 39

創業件数 33

第二創業件数 1

第二創業件数 0

第二創業件数 7

第二創業件数 0

2018.3 2019.3 2020.3 2021.3

※経営改善計画の進捗状況は、売上高と経常利益のいずれか低い方の計画達成率に応じて、好調（達成率120%超）、

順調（達成率80%～120%）、不調（達成率80%未満）に区分しています。なお、経営改善計画のない企業は不調に

含めています。 

※本業支援とは「企業の売上向上や製品開発等企業価値向上に資する支援（ビジネスマッチング等販路開拓支援、

専門家派遣、よろず支援拠点の活用支援）」としています。なお、経営計画策定支援および貸付条件の変更先へ

の支援は含めていません。 

※事業再生支援先とは「実抜計画策定先のうち貸付条件の変更先」とし、計画の未達成とは「売上高と経常利益の

いずれかの計画達成率が80%未満となった場合」としています。 

※実抜計画とは、策定された経営改善計画のうち、実現可能性の高い抜本的な経営再建計画であると当金庫が承認

したものを指します。 

※REVICとは「地域経済活性化支援機構（Regional Economy Vitalization Corporation of Japan）」を指します。 
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・創業支援先数（支援内容別） 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

創業計画の策定支援 8先 8先 6先 6先 

創業期の取引先への融資（プロパー） 1先 2先 2先 4先 

創業期の取引先への融資（協会付） 25先 32先 31先 28先 

政府系金融機関や創業支援機関の紹介 5先 8先 9先 5先 

ベンチャー企業への助成金・融資・投資 0先 0先 0先 0先 

 

 

 

 

 

 

 

４．ライフステージ別の与信先数（先数単体ベース）及び、融資額 

 企業のライフステージは創業期、成長期、安定期、低迷期、再生期に大別することが

できます。時系列でライフステージを把握することで、地域の経済状態の推移を知るこ

とができます。 
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創業期 174成長期 45 成長期 49 成長期 73
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数

計1,151（全与信先2,834）
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成長期 18 成長期 14 成長期 50 成長期 54

安定期 291
安定期 239

安定期 320
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低迷期 30

再生期 108
再生期 96

再生期 86

再生期 65
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融
資
額
（
億
円
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計510（全与信先898）

計 869（全与信先 2,312） 
計 910（全与信先 2,360） 

計 662（全与信先 1,185） 

計 448（全与信先 915） 
計 398（全与信先 897） 

※創業期とは創業、第二創業から 5 年までの期間としています。 

※第二創業とは以下の通りとしています。 

 ◎既に事業を営んでいる企業の後継者等が新規事業を開始すること。 

 ◎既存の事業を譲渡（承継）した経営者等が新規事業を開始すること。 

 ◎抜本的な事業再生によって企業が業種を変えて再建すること。 

※ベンチャー企業とは革新的なアイデア・技術等をもとに、新たな市場や事業を開拓する中小企業としています。 

※創業期の取引先への融資について、融資（プロパー）とは「信用保証協会などの外部機関を介さずに、直接当金

庫から融資を行ったもの」とし、融資（協会付）とは「信用保証協会などによる保証制度を利用して、当金庫か

ら融資を行ったもの」としています。 

※ライフステージは過去 5 期の売上高によって、以下の 5 つに区分しています。 

◎創業期⇒創業、第二創業から 5年までの期間 

◎成長期⇒売上高平均で直近 2 期が過去 5期の 120%超 

◎安定期⇒売上高平均で直近 2 期が過去 5期の 120%～80% 

◎低迷期⇒売上高平均で直近 2 期が過去 5期の 80%未満 

◎再生期⇒貸付条件の変更または延滞がある期間 

※「創業期」あるいは「再生期」には該当しないものの、決算情報が 5 期に満たない先がありライフステージが判

定できないため、ライフステージ別の合計は全与信先と合致しておりません。 
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・本業（企業価値の向上）支援先数及び、全取引先数に占める割合 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

全取引先数① 2,312先 2,360先 2,386先 2,834先 

本業支援先数② 41先 61先 61先 73先 

全取引先数に 

占める割合②／① 
1.8％ 2.6％ 2.6％ 2.7％ 

 

 ・販路開拓支援を行った先数（地元・地元外・海外別） 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

淡路地域 2先 3先 3先 5先 

神明地域 1先 4先 5先 2先 

海外 0先 0先 0先 0先 

  ※2018.3 は 11 先、2019.3 は 49 先、2020.3 は 23 先、2021.3 は 26 先に対して販路開拓支援を行っておりますが、成
約に至ったもののみ集計しております。 

    

 ・取引先の本業支援に関連する研修等の実施数、研修等への参加者数、資格取得者数 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

研修実施回数 12回 16回 29回 4回 

参加者数 88名 28名 88名 141名 

資格取得者数 31名 17名 8名 7名 

  ※本件における資格とは、本業支援に係るものを指し、具体的には「事業性評価検定試験」や「事業再生アドバイザ
ー」等としています。 

 

 ・外部専門家を活用して本業支援を行った取引先数 

2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

39先 31先 40先 22先 

 

 ・事業計画に記載されている取引先の本業支援に関連する施策の内容 

地域金融機関、経営革新等支援機関としての本業支援 

（１）地域創生に向けた創業・新事業展開支援等への取組み 

（２）企業のライフステージに応じた適切なソリューションの提案 

（３）債務者の実態把握による経営改善・事業再生への支援 

（４）各種専門家及び外部専門機関との連携による本業支援 

（５）事業承継・人材不足解消へのサポート 

 

５．当金庫が事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資額及び、全与信先数及

び融資額に占める割合（先数単体ベース） 

 地域が活性化していくためには、担保・保証の有無に関わりなく事業性が認められる

企業が必要な資金量を確保できることが必要です。当金庫は、地域金融機関の特性を活

かし様々な角度から事業性を評価いたします。 
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・事業性評価の結果やローカルベンチマークを提示して対話を行っている取引先数及び、

前記のうち、労働生産性向上のための対話を行っている取引先数 

 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 

対話 261先 269先 285先 283先 

うち労働生産性向上の対話をした先 261先 269先 285先 283先 

※ローカルベンチマークとは、経済産業省が作成した、企業の「健康診断」を行うツールです。企業の経営者等や金

融機関・支援機関等が、企業の状態を把握し、双方が同じ目線で対話を行うための基本的な枠組みであり、事業性
評価の「入口」として活用されています。 

 

６． 地域の面的再生への積極的な参画 

地域金融機関である当金庫は、地元企業の繁栄なくしては成り立ちません。そこで、

下記のような地域の面的再生に向けたイベント等に積極的に参画しております。 

   

3 海峡クリーンアップ大作戦 

※「鳴門海峡のうず潮」の世界遺産登録を
目指す実行委員会が周辺環境を守る目
的で開催するもので、本年度は田ノ代

海岸、生石海岸、伊毘海岸で清掃活動
を実施した 

鳴門海峡の世界遺産登
録を目指す活動の一環
として、伊毘海岸（南あ
わじ市）、田ノ代海岸（淡
路市）、生石海岸（洲本市）の清掃活動に役職員
69 名が参加しました。 

かいぼり・竹伐採 

※かいぼりとは、栄養分を含んだ「ため池」
の泥水を海へ流すことで漁場を豊かに

し、ため池の維持管理につながる作業の
こと 

地域の環境保全に協力
するため、兵庫県淡路県
民局、地元水利組合、漁
協等と連携し、淡路島内
で「かいぼり」に参加しました。特に、かいぼり
に関しては毎年、新聞・テレビ等で取り上げられ、
地域住民の認知度向上につながっています。 

洲本市・地域再生計画の実行支援 

 

洲本市が策定した地域
再生計画に基づく「赤
レンガ建物（S BRICK）
リノベーション事業」
を当金庫が実行支援す
るとともに、当金庫の
推薦により信金中央金
庫が 1,000 万円を寄付し、資金面から支援しまし
た。 

以 上 
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